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2. 国家学教師ラ ー ト ゲ ンーー その活躍の場
3. ラ ー ト ゲ ン の見た 日本の大学





































済学の総帥たるグスタフ・シュモラーを義兄にもっという舌Ij目すべき家庭環境である 5)0 19 世
紀のドイツでは，大学で学問 (Wissenschaft)を修めたいわゆる教養市民 (Bi ldungsbti rger ­


































1. 来 日 の理由 : 教養市民の気概



































































schaftler) と し ての それ， であ る 。





そのような場として先ず挙げられるのが， I ド イ ツ学」 喧伝の場 と し て 1881 (明治 14)年に設
立された独逸学協会である o 1883(明治 16)年 4 月 22日に同協会の会員に迎えられたラートゲ
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3. ラ ー ト ゲ ン の見た 日本の大学
















































































































と議論の不発ぶりを嘆き， r当初ニ在テハ其思想 ヲ 吐露ス ルニ遅疑遼巡ス ル情況 ア ルハ亦勢 ヒ
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ンの講箆に列なった朝比奈知泉は， r最初来たばか り の時よ り は大分達者に は な っ て居た が，
それでもまだ it are と いふ言葉を能 く 使って居た」 と 回顧 し てい る 53)。 ま た ラ ー ト ゲ ン 自 ら
















































6. そ の後の ラ ー ト ゲ ン

















































教育を施すことを掲げていたこの研究所は， 19世紀的ヴ ィ ッ セ ン シ ャ フ ト の延命の試み と称 し
うる一面をもっている。研究所設立の構想、を調うラートゲンの言葉を拾っておこう。





















































フトの精神によって常に導かれていたのであり，その生涯は， 19世紀 ド イ ツ ・ ヴ ィ ッ セ ン シ ャ
フトの栄光と没落を体現していたといえるO




















の誕生J (中公新書， 1978年) ， r東京大学百年史』 通史1 (東京大学出版会， 1984年) の叙述を参
H召。
2) I帝国大学体制」 と い う 術語の使用は， 中野実氏に負 う 。 中野実 「帝国大学体制の成立 と そ の
改編の動向」寺崎昌男他編『近代日本における知の配分と国民統合 J (第一法規出版， 1993 年)
123-141 頁， 同 「帝国大学体制形成に関す る史的研究ー初代総長渡辺洪基時代を中心に し て-Jr東
京大学史紀要』第15号 (1997年) 1-19頁。
ここでいう「帝国大学体制」とは，単なる帝大内部の組織編成の問題として捉えられるべきも
のではない。そこには， I帝国大学を中心と す る軍， 産， 官， 民の ネ ッ ト ワ ー ク J (中野実『東京





3) r ド イ ツ国家学と 明治国制ー シ ュ タ イ ン国家学の軌跡-J (ミネルヴァ書房， 1999 年)
4) 例えば， 御雇い外国人研究の泰斗梅渓昇氏の 『お雇い外国人J (日本経済新聞社， 1965 年) に
はラートゲンの名は見当たらず，同氏の「お雇い外国人-概説 J (鹿島研究所出版会， 1968 年) に
おいてもーカ所， r 日本人の国家 と文化 (Staat undKulturderJapaner)J の著者と して言及
されてあるのみである。
5) Vgl.BartholdWitte , Kultur , WirtschaftundPolitik:PfeilerdesFriedens , in:Asia ,
Jg.26, Heft4, 1984,S.65-76.
6) ド イ ツ教養市民層は近時のわが国の ド イ ツ史研究で も盛ん に取 り上げ られてい るが， こ こ では
特にその先駆的業績たる野田宣雄『教養市民層からナチズムへー比較宗教社会史のこころみ J
(名古屋大学出版会， 1988 年) を参照。 ま た 同著者に よ る 「 ド イ ツ 教養市民層の諸問題」 同著
『ドイツ教養市民層の歴史 J (講談社学術文庫， 1997 年) 所収 も参照。
7) こ の間， 1918 年にゲ ッ チ ンゲ ン大学よ り 招轄を受けてい る が， 固辞 してハ ン ブ、ル ク に と どま っ
ている。 1921年 11 月 7日の " Hamburger Fremdenblatt “ の 卦報記事 よ り 。Staa tsarchiv
Hamburg , Zeitungsausschnitt-SammlungA767.
8) ラ ー ト ゲ ン の 日本関係著作と して以下の も のが挙げ られ る 。
1 I 日本にお け る官製人口統計の諸結果 (Ergebnisse deramtlichenBevokerungsstatistik
inJapan)J , in:MittheilungenderDeutschenGesellschaftfurNatur-undVokerkunde
Ostasiens.1887.
2 r 日本の国民経済と国家財政 (Japan ' s VolkswirtschaftundStaatshaushalt)J , Leipzig ,
1891.
3 I書評 ・ 有森新吉著 『 日本国家法J (DasStaatsrechtvonJapanvonSinkitiArimori)J ,
in:DeutscheLiteratuazeitung ,Jg.13,Nr.42, 1892, Sp.1375-6.
4 I近代 日本の成立 (Die EntstehungdesmodernenJapan.Vortrag ,gehalteninderGehe
=StiftungzuDresdenam10.Oktober1896)J, Dresden ,1896.
5 I 日本の財政上の戦争準備 (Japan ' s finanzielleKriegsbereitschaft)J , in:DieWoche ,
Bd.VI.Nr.3.1904.
6 I 日本人の国民的性格 (Japanischer Nationalcharakter)J , in:DieNation , Bd.21,1904.
7 I 日本の戦時財政 (Kriegsfinanzen Japan's)J , in:DieNation , Bd.22, 1904/5.
8 r 日本人 と その経済的発展 (Die JapanerundihrewirtschaftlicheEntwicklung)J , Leipｭ
zig , 1905.
9 I二つの戦争の間 : 1895年か ら1904年ま での 日本の財政政策(Zwischen ZweiKriegen:Die
japanischeFinanzpolitikvon1895bis1904)J ,in:FestgabefUrAdolfWagnerzum70ten
Geburtstag , Leipzig , 1905,S.215-248.
10 I中 日対外交易の発展諸段階 (Entwick lungstendenzen imAuBenhandelChinasundJaｭ
pans)J , in:JahrbuchfUrGesetzgebung , VerwaltungundVolkswirtschaft , Bd. 30,
1906,S.1079-1094.
11 I 日 露戦後の 日 本の国民経済 (Die japanischeVolkswirtschaftnachdemRussischen
Kriege)J ,in:MarineRundschau , Bd.18, 1907, S.303-333.
12 r 日本人の国家 と文化 (Staat undKulturderJapaner)J, BielefeldundLeipzig , 1907.
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13 I 日本の憲政と行政(Die VerfassungundVerwaltungJapans)J , in:DieKulturund
Gegenwart2,Abt.21,AllgemeineVerfassungs-undVerwaltungsgeschichte , 1.Hiifte ,
Leipzig , 1911,S.114-135."
14 I ア メ リ カ 合衆国と 日本 ( Die VereinigtenStaatenvonAmerika , Japan)J , in:Machtｭ
undWirtschaftszielederdeutschfeindlichenStaaten ,Bd.5, Berlin , 1918,S.141-186.
15 r東 ア ジ ア ， ド イ ツ ， そ し て平和 (Ostas ien ， DeutschlandundFriede)J , 1918. [未見]
9) マ ッ ク ス ・ ヴ ェ ーパーやオ ッ ト ー ・ ヒ ン ツ ェ は ， そ の比較社会史的研究で 日本に関説する と き ，
ラートゲンの著作を参看している。ヴェーパーのラートゲンへの関説は，ヴェーパー(世良晃志
郎訳) r支配の社会学 I J(創文社， 1960年) 194頁， 同 『支配の社会学llJ 378頁な どに見 ら
れるほか， r ヒ ン ズ一教 と仏教」 の なかで、 は， 日本の物質的文化の発展につ い て信頼の お け る ド
イツ人学者としてラートゲンが引き合いに出されている (Hinduismus undBuddhismus
(GesammelteAufsiizezurReligionssoziologie ,Bd.I I) , Tuingen ,S.295 ， 深沢宏訳 「 ヒ
ンドゥー教と仏教 J (日貿出版社， 1983 年) 385 頁) 。 本文で も触れてい る よ う に ， ラ ー ト ゲ ン は
ヴェーパーのハイデルベルク大学における講座継承者となっており，両者の聞には少なからぬ縁
があった。ラートゲンは，ヴェーパーやトレルチをメンバーとする宗教学懇話会の一員でもあっ
たらしい(マリアンネ夫人『マックス・ウェーパー J (みすず書房， 1987 年) 271 頁) 。 ラ ー ト ゲ
ンの日本論とヴェーパーの日本理解との関係を扱った邦語文献として，長妻鹿至「マルクス，ゥーェ-




の本質と拡大 J (未来社， 1966 年 ) 57 頁以下， ders. , WeltgeschichtlicheBedingungender
Repraentativverfassung , in:ders. ,StaatundVerfassung[3.AuflageJ , Gりtingen ， 1970,
S.168."
10) 古 く に は， 美濃部達吉が， 前注(7) に掲げた文献13 の紹介を行 っ て い る 。 美濃部達吉 「 日 本
ノ立憲政治ニ対スルラートゲン教授ノ批評 J r法学新報』 第22巻第 9 号 (1 9 1 2年) 1-7 頁
その他，佐藤進「カール・ラートゲンの明治前期財政論J r武蔵大学論集」 第 8 巻第 4 号 (1960
年) 101-117頁， 長妻賢至 「 カ ー ル ・ ラ ー ト ゲ ン の明治期 日本経済論J r人文学部紀要 (神戸学院
大学人文学部)J (1992年) 85-100頁。 長妻論文は， ラ ー ト ゲ ン滞 日時の松方デフ レ下の社会認識
が，彼の教授資格請求論文たる「日本の国民経済と国家財政』にどのように反映されているかを
易IJ出 し て い る 。
11) 蝋山政道 『 日本におけ る近代政治学の発達J (実業之日本社， 1949年) 79頁以下
12) 勝目有恒 「カ ー ル ・ ラ ー ト ゲ ン の 「行政学講義録』 ー ド イ ツ型官治主義の導入 -Jr明治法制史
政治史の諸問題子塚豊教授退職記念論文集-J (慶応通信， 1977年)
13) 筆者が閲覧 し た こ の書簡集は， 原物を タ イ プ ラ イ タ ー で起 こ し た も ので， 1882年2 月13 日か ら
1890年10月20 日 ま での聞に著 さ れた全206通が収め られてい る 。 う ち滞 日時の ものは173通であ る。
14) そ の背景に は， ド イ ツ にお け る国家関係諸学(Staatswisenschaften) の隆盛に鑑みて ， こ
れまでの英米主導の政治論からドイツ風政治学への転換を図ろうとした文部省や大学当局の思惑
が介在したものと推測されるが，その直接のきっかけが何だったのかは判然としない。明治 12年














16) 参照， ヨ ハ ネ ス ・ ジ ー メ ス 『 日本国家の近代化と ロ エ ス ラ ー J (未来社， 1970年)










inJapan , Berlin , 1998. パルテルス =石川 ア ン ナ 「テ ォ ド ァ ・ シ ュ テル ン ベル ク の こ と 」 上 ・
下， r書斎の窓』 第487号， 第488号 (有斐閣， 1999年) 。
18) BartholdC.Witte , DerpreuBischeTacitus:Aufstieg , RuhmundEndedesHistori-
kersBartholdGeorgNiebuhr1776-1831, D i.iseldorf , 1979, S.181.





ができるとの期待。官僚仲間から，私は大いに羨望されたのだった Jo GeorgMichaelis , Fi.ir
StaatundVolk.Berlin.1922.S.53.
20) 1882 年6 月22 日付書簡
21) 1885 年1 月26 日付書簡。 前掲拙著238-239 頁を参照。
22) 滞 日時の ラ ー ト ゲ ン の活動を丹念に ト レ ー ス し た業績と して， 既述のよ う に勝固有恒氏の研究
がある。本章の論述は，勝田氏が明らかとされたラートゲンの行跡に，若干の落ち穂拾いをした
ものである D
23) 講義の記録は， r行政学講義』 第 1 号目第10号 (明治17年 4 月 -明治18年 1 月 ) と し て独逸学協
会から刊行された(禁売買扱しリ。後に，氏家禎助筆記「行政学講義』上篇(明治 19年，独逸学
協会)， r行政学J (明治 25年，八尾書店)として市販されている。参照，勝田前掲論文 156頁。











テ講義会ヲ開カントス J (明治18年 1月 15日号)。
以上，濁協学園百年史編纂委員会「独協百年』第2号 (1979年) 357-358頁。




27) r大 日本水産会報告』 第14号 (明治16年) の 「本会紀事」 参照。 なお， そ こ では， 1 ラ ー ト ゲ ン
氏ノ演説ハ次号ニ登録スベシ jと記されているが，同誌 15号以降には見当たらなし 1。
28) モ ッ セが法制面を講述 してい る のに対 し， ラ ー ト ゲ ン の講義は地方財政につ いての も の と な っ
ている。講義の記録として，本文中にも記しているように， r自治政講義録J 全23号 ( 自 治政研
究会，明治 21 -22年)が出されている。このうち，ラートゲン担当部は第 3， 5, 7, 9, 11, 13,
15, 17, 19, 20号。 こ れ ら は後に合本さ れて， 中根重一訳 『地方財政学J (日本書籍会社，明治2
2年) と して刊行さ れてい る 。
29) 1886(明治 19)年 10月 12日付書簡でラートゲンは，取引所法の起草に従事していることを伝え
ている。






31) 1883(明治 16)年 5月 13日付書簡
32) 国家学会につ いて は， 前掲拙著第3 部を参照。





34) 1 日本及 ヒ 欧州人口統計結果 ノ 比較J r国家学会雑誌』 第 1 号 (1 887年) 34-46 頁， 同第2 号，
100-116 頁。 同一テ ー マ の講演を彼は， 在 日 ド イ ツ人間の学術交流組織であ る 「東亜風土民情視





国家学会ではこの他にも，明治21年 3月 5日 (r近代交通の発達J r国家学会雑誌』 第 2 巻第14
号(1888年) 204-234頁) と 明治22年2 月13 日 (参政 ノ 権利及国民ノ 義務J r国家学会雑誌』 第 3
巻第25号(1889年) 137-150頁) の二度， ラ ー ト ゲ ン は講演を行 っ てい る 。
35) r政治学統計学教師 ラ ー ト ゲ ン 申報J r東京大学第三年報 起明治15年 9 月 止同16年12月 J 240ｭ
241 頁 (東京大学史史料研究会編 『東京大学年報』 第2 巻 (東京大学出版会， 1993 年) 288 頁)
36) 帝国大学の設立は国制改革の重大な一環と して， 伊藤博文に よ っ て観念さ れていた。 前掲拙著
のほか，拙稿「伊藤博文と国制知 J rあ う ろ ー ら 』 第20号 ( 2 1世紀の関西を考え る会 ， 2000 年)
95-102 頁を参照。
37) 草創期京都帝国大学にお け る ゼ ミ ナ ー ル教育の試みにつ いては， 潮木守一 『京都帝国大学の挑
戦J (名古屋大学出版会， 1984 年 [講談社学術文庫， 1997 年J) を参照。
38) ラ ー ト ゲ ン に よ る ゼ ミ ナ ー ル導入の試みに触れた先行業績と して， 前掲中野実 「東京大学物語』
103 頁以下を参照。
39) 前掲 『東京大学年報J 第2 巻， 287 頁
40) 向上287-288 頁
41) Vgl.Rathgen , Japan'sVolkswirtschaftundStaatshaushalt) , Leipzig , 1891, S.IX.
石塚英蔵はラートゲン講述(李家隆介，山崎哲蔵訳) r政治学J (明法堂， 1892 年) に寄せた序文
のなかで，自分は「大学に在るの日，久く博士の講建に侍し，又嘗て博士を輔けて我国財政上の
材料を蒐集し其看顧特に浅しと為さす J (4 頁 ) と述べてい る 。
42) r阪谷芳郎伝J (故阪谷子爵記念事業会， 1951 年) は， 阪谷の大学時代に学んだ 「諸教授の中で，
子が最も私淑してたのは，国法学及び行政学を講じたラートゲンで、あったらしい J (76 頁) と 記
す。阪谷とラートゲンのコンタクトはラートゲン帰国後も継続していった模様である。 1905年に
アドルフ・ヴァーグナー祝賀論文集に日本論を寄稿する際，ラートゲンは阪谷(及び花房直三郎)
から資料の提供を受けている。第 1章注 7掲載文献 9， 215 頁参照。
金井とラートゲンの親交については，河合栄治郎「明治思想史のー断面ー金井延を中心として」
(日本評論社， 1941 年) 68 頁以下参照。
43) 参照， 山口静一 「御雇外国人教師エ ルネ ス ト ・ F ・ フ ェ ノ ロ サJ 山口静一編 『 フ ェ ノ ロ サ社会
論集 J (思文間出版， 2000 年)
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